
した内面溝付管が使用されている。また，中国の急成長に伴い銅地金が高騰したことから，高強度銅合金による薄肉化への関心も高まっている。　2004年 4月に，当社と三菱マテリアル㈱の銅管部門が合体して合弁会社㈱コベルコマテリアル銅管（KMCT）を設立し，高い技術開発力と高品質な製品を製造する弾 を丼









熱交換器であり，蒸発性能の向上に適した独立突起を有
した，当社開発のコンデクロスを推奨している15）。



力得米克電子部件有限公司）を持っている。
　一方，銅管部門は，海外で銅管の製造・販売を行う関
連会社として，北米にKWCP（Kobe Wieland Copper 
Products, LLC），マレーシア及びタイでKMCT


